
発掘された庭園遺跡
古墳時代~飛鳥時代の出土例

な岡山を示すが、まず南の二本が合流、さらに北のもの

が合流して西方に流下する。流路両側の斜而には、 古墳

の耳石の技術を援用した石張りが施され、さらに流路合

流地点には集中的に石が置かれ、あきらかに人為的に立

日本庭国史の研究に、発痢された庭闇追跡(発掘庭国) てた石もみられる。 この追跡は、出土造物から祭肥遺跡

の資料が大きな寄与をなすようになっておよそ30年が経 t位置づけられているが、その形態 ・意匠は、遺*(流

つ。現在、発掘庭園は部分的なものも含めると、全国で れ)・i対i浜・立石な E奈良時代以降の日本庭闘の意匠を想、

約230件が報告されており、年代的にも古墳H寺代から江戸 起させるものがある。共同体あるいは共同体ぞ統率する

時代までにわたる。発掘庭聞については、吋1;教芸術Jl09 支配者にと って、 重要な屋外空間を一定の美意識に基づ

号(毎日新聞社、 1976年)と 192号 (1990年)で特集が組 いて造形したのが庭闘のはじまりと 考える しそ の役割

まれたほか、 『京都の庭|覇J(京都市文化財ブ ヅクス、1989 の中心が祭犯であるのは当然で.ある。 城之越追跡は、日

年)では平安時代の庭園泣跡について、 『発掘された古代 本における庭園出現段階のひとつの形態を示すものであ

の苑池J (学生社、 1990年)では、主に飛鳥・ヲ奈良時代の り、その定;匠には、すでに後世の日本庭園の自然風景指

庭園遺跡についてまとまった報告がなされている。 また、 向的な性格が看取できる 。

r古代庭s'1Jの研究J(牛川署幸京都大学学位論文、1993年) 南郷大東追跡、(奈良県御所市、 5世紀)は、自然流路

でも、発掘庭園の成果をも とにした論考が主要部分を 占 湾山部に張り 石を施し、流路1:1:1の建物への導水施設を設

めている。 けたちのである 。|奴原阪戸追跡 (奈良市、 5世紀前半)

平城宮跡発掘調査部計訓IJ修景調査室では、かねてから は、自然流路を利用しi男水地点等に集石毛?施したも ので、

発掘庭園の資料収集をおこなってきたが、 1996年度に重 いずれも城之越追跡と形態が輿なるとはいえ、水辺祭me

点的な研究を実施 し、 新資料の収集とそのデータベース の場て、ある屋外空間の修景を地形にあわせておこなって

化を進めた。 ここ では、上記掲載論文をはじめとした先 いる点で注目 にあたいする。 また、南紀寺追跡(奈良市)

行諸研究の成果も合め、古墳時代から飛鳥H寺代の庭国造 で検出された井泉遺構は、中央付近に円形の水計習を とも

跡についてとりまとめ報告しておきたい。 なう一辺4.5m、採さ50cmの方形石組て、ある。水市から溢

古横時代の庭園遺跡 城之越遺跡(三重県上野市、医11) れた湧水は、方池にひろがり 、方池からのびる 葉掘構て

は、 1991年に発掘 された古墳時代の遺跡である。木津川 西北西に流出する構造をとる 。 5世紀中葉に築造され、

右岸、周囲を丘陵に固まれた盆地の山裾部に位置する こ 後半まで存続したとみられる 。 この弁泉遺構は水辺祭犯

の遺跡では、 4世紀後半にさかのぼる流路の泣桝が発見 の場と推定されているが、その整形的な意匠には飛鳥時

された。 3ケ所の自然のi9]*を玉石によ って護岸 して7]< 代の方池の萌:;!;jユをみる思いがする。

量調節のための桝を作る。 それぞれの桝から流れ出した 飛鳥時代の庭園遭蹄 飛鳥時代の庭閣を特徴づける意匠

流路は、おおむね自然流路を踏襲したものとみられ自然 は方池である。 これまでに発掘された方池のうち、 規模

図 1 械之越遺跡 ・;荒路遺精 図E 石神週跡 ・方池遭備 図3 小型田宮縫定地 ・図池遺憾

26 司令文 研年flI/1997ーl



が確定てきた最大のものが、多武峰西麓の緩{頃料地に立

地する品l主i立跡の方i也(奈良県明日香村)である。一辺

約42mの隅丸方形て"，i奈さは最大 2m以上。石樹護岸を

ほぼ垂直に胞 し、底部には20-30cmの平らな石を敷き詰

める。池の北岸中央付-近のi也底に排水汗lの木施を据えて、

完全に水が抜ける構造となっている。方i也のな匠は朝鮮

半 I~O に類例がある こと から、おそらく大陸の !ji~響をうけ

たものであろう。築造されたのは、粂皇制以日ijの古地持Ij

にのることから 7世紀前半で、 9世紀ないし10世紀まで

作統したものとみられる。 ニの池を rFI本書紀J.j(E古天

皇34年 (626)5月粂に記放のある蘇我馬子邸の池とみる

説もあるが、池中に小島をもっ小i也、 という描写ーとのキH

i主が大きく、別物とみる方が妥当であろう 。用途 tして

は、大規模な方池という 形態から考・えて、たんなる鑑'此

のためというよりも、仏教|児h単純設としての意味あいが

強いように思える。

また、石キ111遺跡(明日香村)では方池が 2基検出され

ており、 一方は 7世紀中葉の斉明朝の頃のもの(図 2)、

他方は 7世紀後期の天武朝の頃のものと推定される 。こ

のうち前者は、 1辺 6m、i奈さ80cm、(J!ij壁には川原石毛?

2-3段杭み上げ、 4附は立石で押さえる構造営もつ。

底は粘土」こに小石を敷き詰めて いるが、取水 .t11'*のJjl!i

設は設けられておらず、使m時にのみ水を泊めたも の と

みられる。方池は、大規模な建物で凪われた石敷広場の

なかにある。『日本苦ー紀』斉lリl天皇 611工(660)5月粂には、

石上池辺に須弥山保を作り fki悦に対する饗宴をお こなっ

た、 との記i肢がある。一方、明治351ド(1902)、この付近

で須弥山像が発見されている 。 この方池と 須弥山保こそ、

同条に記il良された泣柿 ・造物であり、これらを重要な舞

台装世として石敷広場でJJAJ，品儀礼としての饗宴が執りお

こなわれたのであろう 。

明日香村ては、このほかに坂問寺跡(7世ー紀前半)や

平間キ夕方、ワ追跡(7世紀)て'b， )ji也の一部とみられ

る直線的な石積護岸がみつかっている。さらに、 1111おdi

のltIl山遺跡でも方池が検出され、プ'ji也が地方官街にも築

造されていた こと があきらかとなった。 この方池は*凶

3.7 m 、 南北3.5 m のほぼ正方}I~て二深さは80cm、 川 h~i石

を4-5段小口和みにし、 l底1;1:同慨を主文き詰めていた。

71止紀末の築造。形状や大きさ、訂版広場が問11寺JUJにi!1

布ーする点で、石神追跡の方池と芳if以し、中央宵人による

図4 キジル第l1B~重 ( r中国石窟・キジル石窟 2 J 平凡社、 1984年)

蝦夷 .);j~慨に対する HF~Itt:J儀礼的饗宴の舞台装置として、

石fllt追跡 と同様の用途に供されたものと推定される。

一方、 こう した方池とは系統を災にする悶池追榔も発

見されている。上の宮泣跡 (奈良県桜井市)で検出され

た悶池泊;構は、 6i止紀末から 7'1止紀初頭にかけて存続し

たものである。直後約5.6m、延長10m以上の馬蹄形の石

組椛 (1陥40cm、深さ30-40cm)の内f!!ljに石敷含施し、そ

の中心部には石組の長方形池O.5mX2.6m、深さ1.5m)

ぞ設ける。さらに、そこを起点に石組排水溝(何50cm、

深さ 1-1.4m)カf北東方にのびる。他に類例をみない特

典な形態であるが、 Eちらかといえば幾何学的な平荷プ

ランや石柿の手法は、大陸からのb惨事1:が想定できる。m
土地物からみて、国i也をともなう邸宅の居住者が正:ij~、地

位 ・身分の人物であった ことが推定できるが、同池の具

体的な川途はあきらかでない。

小型日l宮推定地(奈良県明日芥村)で検出された闘池

泣椛(図 3) 1;1:、不強円形・玉石mのi也(南北2.4m、京

間2.8m、i奈さ50cm)と、池西南附から発し南西方に S字

状にのびる石組前(師25cm、i奈さ20cm)で構成される。

この芯、|眠もまた、自然対制を脱 した ものとは L、L、がたく、

大陸rb米のものと考えられる 。 その平而形は ~Il凶新 512ウ

イグJレ I~ i台区キジル千11、ilfilm1l8符 (4-5世紀)の慌m
方11壁画(也14)に多数捕かれている不整円形の池から、

字状のi梓が発する絵柄との類似が指摘でき、その関辿

性の検証が今後の大きな沫題である。

また、!日述 した向庄追跡のブJi也の東方で検出された流

路泣桝は、幅 3-5m、深さ 1.2m。自然の渓流を模した

石刻lの髄j孝がJJ'l!i されている 。 7世紀 "I ~主に築造され、末に

は担!めなてられている。 このお在日各lま、 )ji也が盛んに築造

される H寺代にあっても、 一方で向然風対指向的な芯;匠が

イ河E したことを示 している 。 (小野健吉/'1"域宮跡}gl1ii，~ll究部)
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